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The aim of the present study is to examine how far - to be exact， how litle - the 
traditional scholasticism influenced J ohn Henry N ewman's (1801-1890) individual es. 
chatology， even after his conversion士othe Catholic Church in 1845. In The Dream of 
Geronti加 (1865)，a poem of his Catholic period， N巴wmanspeculat巴don the conditions of 
the souls in the purgatoηT and wond巴redhow cognition without s巴nsescould possibly 
exist. In order to approach this highly speculativ巴topic，N巴wmanchose words， such as" 
signs，" "types，" and "symbols" to designate the sacramental medium of cognition， rather 
than the traditional scholastic term" sp巴cies，"emp!oyed by St. Thomas Aquinas in his 
Summa Theologiae !， q， 89. In this paper， 1 trace the origin of the words，代signs，""typ邑SJ'
and "symbols" to th巴patristicliterature of the early centuries and show how patrology 
influenced Newman's theology both in his Anglican and in his Catholic periods. 
L 問題提起
G.M. Hopkins、WalterWaterをはじめ、英国ヴ
イクトリア朝文学に多大な影響を与えたとされる
John Hehry Newman (1801-1890)の神学思想を形
成したのは、初代教父、特にギリシア教父思想であ
って、スコラ学ではないとされている。 1ニューマン
は1845年英国国教会からカトリックに改宗した後、
ローマで司祭叙階の準備をするが、養成期聞が短か
ったこともあって、当時のカトリック新スコラ主義
は、英国国教会時代にその基礎を確立していたニュ
マンの神学思想、にあまり影響を与えなかったとする
のがこれまでの一般的見解であるJ例えばSil巴mの
研究によると、ニューマンはスコラ学を自分が考え
た事柄を確認し、教会権威に一致するかどうかを見
るために用いたが、その方法論を自らのわI1学的論考
愛知工業大学基礎教育系(豊田市〉
に採用しなかったとしている。 3本考察では、ニュー
マンがカトリック改宗後に執筆した TheDream of 
Gerontius (1865年、以下 Geroηtiusと略す〉を取り
上げ、この Sillemの見解がどこまで妥当するのかを
検討する。我々は、ニューマンが当作品において、
死後体を離れ感覚器官を喪失した煉獄のきmに知性認
識がどのような形で成立するのかという思弁的かっ
スコラ的問題に、ニューマンがし、かにアプローチし
たのか、また彼の英国国教会時代の終末論とはどう
関係するのかを論考し、ニューマンが伝統的スコラ
学の術語よりは、初代教父文献で慣れ親しんだ術語
を用いて、自らの詩的イメージを展開していったこ
とを検証する。こうして英国国教会時代から初代教
父思想の影響が色波いニューマンの終末論は、当時
のカトリックが、死後の個人の魂の状態を考察する
Individual Eschatologyに関心を置いていたのを反
映し、英国国教会時代共にオッグスフォード運動を
指導し、同じく初代教父からの影響力:大とされるト
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ラクト派の JohnK巴ble(1792-1866)、E.B.Pusey 
(1800-1882)とは異なる問題意識に基づく、カトリ
ック@ニューマン独特の展開を加えることになるの
である。
2. ニューマンとスコラ学
さて、 Sillemの研究は、ニューマンがオックスフ
ォード大学オリエル学寮にいた頃にも、EditoAltera 
Veneta (1781)のトマス全集全28巻を持っていた事
を指摘している。この全集のうち明らかに読まれた
形跡が残っているのは、以下のものである。
(1) D巴 Veritateのうち、良心に関する Ques-
tions XVI， XVII全体
(2) Contra Gentes第 1巻の一部、 S巴cunda・
Secundaeのうち、信仰に関する部分、第1部
の、神と三位一体に関する部分
(3) Conψendium Theologiaeの第 1章から第
61章まで
(4) ヴェネツィア版第9巻の Commentary on 
the Sentences第 1巻のうち、 Dist. XIX-
XXXIVまで (pp.227-393) 
(5) リヨンで1558年に出版された、カエタノス注
解による SummaTheologica 
(6) アイノレランドのイエズス会士から贈呈され
た ContraGentesのうち、
第 1巻は、あちらこちらに印や、書き込
みがあり、
第 3巻の第39章から、第41章まで、
第 4巻のうち、三位一体に関する章4
SiIl巴m はさらに、ニューマンが以上に挙げたもの
の他にも、 トマス@アクイナスの著作をかなり読ん
でし、る可能性が高いと注記している。 5Gerontiusの描
く、死後体を離れた魂(分離霊魂:anima separata) 
を、 トマスは『神学大全J第 1部第89問題で扱ってい
るが、残念ながら上記Sillemの記載だけではこの第
89問題をニューマンが読んだ可能性があるかどうか
は判明しない。従って、以下のセクションでは、
Gerontiusと『神学大全j第 l部第四問題に見られる
叙述の類似性や、使用されている術語の比較によっ
て、Gerontiusに対するスコラ学の影響関係を考察す
ることとする。
さて、ニュ マンのスコラ観についてその書簡等
から更に辿っていくことにしよう。1845年10月に改宗
後、 1846~ 9月から1847年12月までの約 l年、ニュ
マンは、司祭叙階のためにロ マ、プロパガンダ大
学において神学教育を受けることとなる。ニューマ
ンはローマで、当時の合理主義哲学に毒されずに、
アリストテレス、 トマス@アクイナスの研究ができ
ることを望んでいたにもかかわらず、 6一日何ベージ
も進まない講読方式の授業と、その教育水準の低さ
に落胆を隠しきれず、結局は授業にもあまり出席し
ないまま、自分で本を読む生活を送ったという。 7当
時の状況についてニューマンは、フランスに滞在し
ていた同僚の ].D目 DaIgairnsに、ローマにおい、ては、
アリストテレスもトマス哲学も評価されておらず、
そもそも哲学自体が存在しないのだと書き送ってい
る。 8こうした状況にあってニューマンは、トマスや
スコラ学の権威の許で体系的訓練を積む機会を逸し
たままイギリスに帰国し、オラトリオ会創立と大学
創設の多忙な生活のなか、英国におけるカトリック
神学復興と神学教育の活動を断念することとなって
しまうのである。 9
ところで、ニュ マンが所蔵していた二次資料と
してのスコラ学研究書は、現在もパーミンガムーオ
ラトリオ会に保存されており、 G.C.Ubaghs、Car-
dinale Giacinto Sigismondo G巴rdil、Liberatore、
J ames Balmes等の著作が含まれている。 これら
にもまた、ニュ マンが神学生に論理学を講義する
ために参照した際の自身の書き込み等が残っており、 10
原典ばかりでなくこういった二次資料も参照して、
ローマからの帰国後、独自にスコラ干[11学を理解しよ
うとしていた跡が辿れる。しかしながら、ピウス 9
也ー (1792-1878)回勅 Qui pluribus (1846年11月 9
日〉、 "Dollinger(l799-1890)を排斥したミュンヘン
大可教宛て書簡 Tuas libent巴r(1863年12月21日〉
等、 12相次ぐ教導職からの排斥のなかにあって揺れ動
いていた当時のスコラ学の潮流は、 13上記ウパクスが
教導職からの排斥されているのを見ても解るようにJ4
ニューマンの神学的思索に充分な根拠を提供する程
の基盤を確立していなかったと Sillemは指摘する。 15
さて、 Sillem等の先行研究が指摘していない書簡
資料にニューマンのスコラ観が窺える興味深いもの
が存在する。ニューマンは、 1865年に Geronti山を執
筆した後、たまたまカトリック聖体論の実体変化説
をめぐり、スコラ学で使用されている術語"substantia"
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の定義を質問して来た英国国教会時代の同僚E.B司
Pus巴yに対し、自分はこの質問に答えられる程スコラ
哲学を理解していないし、当時のスコラ学の前提自
体も受け入れることができないと吐露しているので
ある。
1 never hav巴anysatisfaction in considering 
questions of scholastic philosophy， because 1 
paγtly do not undentmγzd tlzem， a:礼dpaγtly 
distmst premisses which many take foγgrant-
ed. Hence 1 rea!ly am very diffident in observ-
ing on what you ask me about the Blessed 
Eucharist， ..'6 (1867年〕
同書簡でニューマンは、"substantia"が教父文献に
見られるどのギリシア語に相当するのかを考察して
おりJ7英国国教会のこの著名な神学者に対し、自分
は神学者として書いているのではないと弁明しつつ、
この件に関する一連の往復書簡を結んでいる。，.
しかしながらこの間スコラ学に対する教導職の態
度は変化しつつあり、レオ13世(1810-1903)は、 1878
年8月4目、回勅AeterniPatn'sによって、カトリッ
ク神学校ににおけるトマス@アクイナスの権威とス
コラ学の復興を宣言した。 19このように、スコラ哲学
への白娘視はニューマンが80代を迎える頃になってよ
うやく解消されるが、彼はすでに晩年の著作の執筆
を終えており、スコラ神学を用いて体系的に思想を
展開する機会はついぞなく、以下引用する書簡には、
彼自身の嘆息が直載に述べられている。
All r can say is 1 have no su~ρ1α!'on， and do 
not antic~仰te， that 1 shall be found in sub-
stance to disagreeωith St. Thomas. What is it 
exactly the Pope has don巴?It is very friendly 
in you to propose to s巴ndme any remarks 
bearing on Ass巴ntfrom St. Thomas and 1 
shall cordially welcome them -tho' now 1 am 
getting too old to do. any thing more， they wiIl 
be a great interest to me. 1 am now re-editing 
my translation of St. Ath~nasius.20 (1878年〕
ここで注目したいのは、 トマス・アクイナスの
Assentioに関する見解(例えば『神学大全』第 2-2 
部第2問題第 1項などがそれに相当すると考えられ
る〕を体系的に読んでいないと自身で認めており、
宗教的承認がどのようになされるかについて考察し
たニューマン晩年の大作、 AnEssay in Aid of a 
Gra円mzarof Assent (1870)は、 トマスの著作を
体系的に読みながら展開されたものではなく、彼独
自の思考を展開した結果がトマスのそれと類似した
にすぎないとしている点である。このように、英国
国教会時代から断片的にトマス@アクイナスの著作
を読んでいたにもかかわらず、カトリック時代に体
系的なスコラ学の訓練を積むことがかなわなかった
ニューマンは、上記 Grammarof Assentの場合に
典型的に示されるように、改宗後の著作において、
スコラ学の方法論を体系的に使って自らの神学を構
築したというよりはむしろ、彼独自の思考展開の結
果である可能性も高いのである。後続章では、 Ge-
1'0ηtiusにおいても、使用されている術語の相違か
ら、 トマスの著作から直接影響を受けたというより
は、彼独自の思考展開に基づく可能性があることを
見てみることにしたい。
3. 幽閉された魂
Gerontiusは死の床にあった主人公Gerontiusの霊
弧が、案内役の天使に伴われて煉獄へ赴くまでを描
いた900行程の詩で、あるが、この Gerontiusに関する
議論に移る前に、彼岸のき砲をニューマンがどのよう
に捉えていたか言及しておきたい。ニューマンのカ
トリック時代の小説 Callista(1856)は、 3世紀のカ
ノレタゴを舞台に、女主人公カリスタのキリスト教団
宗をテーマとした小説で、あるが、死後の魂について
回宗前のカリスタは以下のように語っている。
Y ou will stil be the sam巴 being，but 
d巴privedof those outward stays and reli巴fs
and solaces， which， such as they are， you now 
enjoy目 You will be yours巴1f，shut up in 
yours巴1f." (1856年〉
このように異教徒カリスタは、死後の魂が、感覚
を通して示される外界からの慰めを剥奪され、自分
自身の内に閉じ込められてしまうのだと恐怖する。
この異教世界の魂とは異なり、Gerontiusにおける彼
岸の魂は、感覚を通して示される外界からは遮断さ
れているものの、神に由来する別の形の認識が可能
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であると描写されている。彼岸世界で自己自身に幽
閉された個人の魂に直接働きかけることができるの
は、ただ神のみであり、 22このことはまた、死後の彼
岸世界ばかりでなく、此岸世界についても妥当する
とニューマンは主張する。可視的世界の事物と人間
の魂の関係について語る英国国教会時代の説教を見
てみよう。
To understand that we have souIs， isto feeI 
our separation from things visible， our in-
dependence of them， our distinct existence in 
ourselves， our individuaIity，… [The world、]
changes are so many， so sudden， so silent， so 
continual. It never leaves changing; it goes on 
to change， ti1l we are quite sick at heart: -
then it is that our reIiance on it is broken_… 
We feel that， while it changes， we are one and 
the same;…T司1zereare but two beings in the 
wlzole universe， our own soul， and the God 
who made it_23 (1833年〉
多くの事を約束しながらもそれを実現せず、また
実現したとしても決して人聞の魂を満たすことのな
い外的世界はその変転を止めることがない。24このよ
うな変転にもかかわらず、「私」自身と「神」は唯
一、そのものとして変化しないまま存在し続け、こ
のことによって、我々はこの物質世界とは独立の不
滅性を持つことを知るとユューマ γは主張する。こ
れは霊魂の不滅を疑うヴィクトリア朝唯物論的思潮
に対するニューマンのキリスト教護教諭となってい
るが、ニ・ューマンはさらに続けて、虚しいこの世と
するにはかけがえのない愛する家族、友人であって
さえ、真の意味での魂の同伴者たることはかなわず、
彼岸世界においてはその存在さえ無に帰すのである
とニューマンは言う。
And as to…our friends and relations， 
whom we are right in loving these， too， after 
al， are nothing to us here.… We see them， 
and they act upon us， only (as it were) at a 
distance， tlzrough the mediunz 01 sense; they 
cannot get at our souls; they cannot enter into 
our thoughts， or really be companions to us. 
In the next world，… they vanish before the 
clear vision we have， first， of our own 
existence， next of the presence of the gr巴at
God in us， and over us， as our Governor and 
Judge， who dweIls in us by our conscienc巴，
which is His r巴presentative!5 (1833年〕
このように個人の魂に対しては、たとえ愛する友
人、家族であれ、感覚を通し間接的にしか働きかけ
ることはできず、直接魂に入ることはできない「他
者」なのである。直接魂に入ることができ、真の意
味で魂の同伴者となり得るのは、この世にあっても、
彼岸にあってもただ神のみであるとするのが、英国
国教会時代から変わることのないニューマンの見解
であると言えよう。
さて、Gerontiusの死の瞬間、彼の魂がどのような
変容を遂げたのだろうか。此岸と彼岸の境目で、周
囲の人々から決定的に切り離され、また彼自身にお
いても、心臓が鼓動を停止し、まとわりつくような
呼吸も止り、体感と外界がその特徴を刻んでいた時
間自体が変容していくのである。
1 hear no more the busy beat of time， 
N 0， nor my fluttering br巴ath，nor struggling 
pulse; 
N or does one mDment differ from next. . 
1 se巴mto'hear him [the priest] sti1l; but thin 
and low， 
And fainter and叩 orefaint the accent came， 
As at an ever-widening interval.… 
This siIence pours a solitariness 
Into the very essence of my souI;… 
By a strange introversion， and perforce 
1 noωbegin to leed u.ρon myself. 
Because 1 have nought else to jきedupon.26 
Gerontiusの死に立ち合う司祭、知人達の声がかす
かになり、途切れ途切れに聞こえる声もその間隔を
次第に仲ばし、時間の質自体が変容していく中で、
深い沈黙はGerontiusの魂の本質に孤独を注ぎ込む。
こうして感覚世界から切り離された魂はウロポロス
さながらの自己完結の内に存在する。自分自身の内
に閉じ込められた Gerontiusの魂はまた、星辰等、外
界からの感覚が均等に刻む物質世界の時聞からも切
り離され、自らの思考の Intensityによって伸び縮み
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する内的時間のなかに幽閉されるのである。
For spirits and men by different standards 
ロlete
The less and greater in the flow of time 
By sun and moon， primeval ordinances -
By stars which ris巴andset harmoniously -
By the recurring seasons， and th巴swing，
This way and that， ofthe suspended rod 
Precise andρunctual， men divide the hours， 
Equal， continuous， lor their common use. 
Not so with us in the immate1ial world; 
But intervals in their succession 
Al"e measured by the living thought alone， 
And groωor wane with intensity. 
And time is not a commonρroρerty;・
But what is long is short， and swift is slow， 
And near is distant， asreceived and grasped 
By this mind and by that， and eveη one 
Is standard 01 his 0ωn C1z1"010logy.27 
更に時間の認識ばかりでなく、Gerontiusの魂を煉
獄に導く天使についても、分離霊魂である Gerontius
は直接その芦を聞くことはかなわず、自らの魂がそ
の限定性において、天使の使信を解釈するのに留ま
るのだという。
Soul 
Thou speakest mysteries; stil methinks 1 
know 
To aisengage the tangle of thy words: 
Yet rather would 1 hear thy ang巴1voice， 
Than for my self be thy interpr巴ter!.
『神学大全』第1部第四問題第2項は、分離霊魂
が、天使などの非質量的な知性的実体を認識できる
かについて考察するが、その記述のなかに、上記の
自己限定的認識論と類似した表現が用いられている。
ここでトマスは、分離された魂が、天使などの非質
量的な知性的実体をどのように認識するのかを分析
するために、同じように非質量的な存在である分離
霊魂が、自己自身をどのように知性認識するのか、
その方法を通じて類比的に分離霊魂が天使を知性認
識する方法を考察している。
魂はそれが身体と一つになっているあいだは、
自らを表象に向けることによって知性認識する
ものであった。だからそれは、表象から抽象さ
れる形象によって現実的に知性認識するものと
ならないかぎり、やはり自己自身を知性認識す
ることができないのであった。ここでは、すな
わち、現は自らの活動という現実態を通じては
じめて自己自身を知性認識するものなること、
上述のごとくである。いったん然し、塊が身体
から分離されるにおよんでは、自らを表象
phantasmataに向けることによってではなく、
却って自らを即自的に可知的なるものに向ける
ことによって知性認識することになるのであり、
だからして、分離された魂は自己自身を通じて
自己自身を知性認識することになる。 29
分離された魂は自己自身を通じて自己自身を知性
認識するのであるから、その認識は、自分自身の知
性認識の様態に限定されてしまう。分離された魂の
実体の様態は、天使の実体の様態よりは存在論的に
下位のものでありため、天使についてのその認識は
不完全で不充分でしかないのだとトマスは説明する。30
このようにトマス『神学大全j第l部第89問題にお
ける分離された塊の叙述と、煉獄に赴く Gerontiusの
魂の叙述は、感覚世界から切り離され、感覚世界か
ら得られる表象という認識媒体を奪われて、完全な
る自己限定性の内に認識し存在するという点で共通
性が見られるものの、人間の魂はこの世においてさ
え感覚i1!:界の表象からは独立した存在であるとした
英国国教会時代以来のニューマンの存在論からすれ
ば、トマスの認識論の体系とは独立に Gerontiusにお
ける分離霊菰の認識論を展開できる可能性が十分あ
るのではないかと思われる。次章では、分離霊魂の
認識媒介に関する術語の相違を検証し、Gerontiusに
おける分離霊魂の認識論がユューマγ独自のもので
ある可能性を見ることにしたい。
4. signs， typesとsymbols
前章において考察したように、此岸においても彼
岸においても変わることなく存在するのは、「私」と
「神」であって、神のみが、分離霊魂として自分自
身の内に幽閉された人聞にi直接働きかけることがで
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きるのである。 Gerontiusにおいてニューマンは、分
離された魂において、絶対者たるネI11に起源を持つ
"signs"あるいは"types"によってもまた認識が成立よ
るのTごとし、う。
Angel 
N or touch， nor taste， nor hearing hast thou 
now; 
Thou livest in a world of si"gns and t)i，ρes， 
The ρresentations 01 most holy truths， 
Living and strong， which now 巴ncompass
thee. 
A disembodi・edsoul， thou Izast by right 
No converse with aught else beside Uぴ'self;…31
ニューマンはこの詩の他の場所で、分離霊魂の認
識を成立させる、この神的認識の媒体を"symbols"
(1. 547)と表現している。
さて、 トマス・アクイナスは、『神学大全J第 1部
第四問題で、分離霊魂における認識を扱っているが、
『神学大全Jにおいては、神一天使一分離霊魂一人
間としづ存在論的階層に従って、認識における序列
が位置付けられているのが特徴である。自らの本質
によって全てを認識するのは、存在論的階層の最上
位にある神のみであり(第 1部第55問題第 1項〉、 32
それより下位にある、天使や分離霊魂、及び人間の
魂の場合には知性認識を成立させるために何らかの
媒介を必要とし、これは、『神学大全jでは一貫して
"species" i形象」とし、う術語で呼ばれている。この
"species"についてトマスは、天使の知性能力には天
使が本性的に認識しうる全てのものを認識するに足
るだけの可知的形象が自然本性的に充たされている
のに対し、天使よりも下位に位置付けられる人間の
魂の場合には、事物からの可知的形象を継次的に獲
得することによって知性認識が成立すると説明して
いる(同第2項)033 r神学大全jにおけ.るこうした
認識論の体系の中で、 トマスは分離霊魂の認識をど
のように捉えていたのだろうか。該当箇所である第
1部第四問題第l項を引用してみよう。
分離された塊が知性認識するのは生得的な形
象によってではなく、また、あらためて魂の抽
象する形象によってでもなく、また保存されて
いる形象のみによってでもない。…それは却っ
て、神的な光の流入によって分有される諸々の
形象によるものである。 3.
トマスはここでもまた、分離霊魂の認識を成立さ
せる神的光の媒体を"species"と呼んでおり、『干I11学大
全jの認識論体系に従った術語が使用されており、
一貫性が維持されている。しかしながら、同趣旨の
叙述部分でユューマンが使用しているのは、('signs，"
"types，" "symbols"といった術語であり、分離霊魂の
認識を成立させる神的媒体を想定する点で類似して
いるにもかかわらず、 トマスの術語と一致しない。
ニューマ γが分離霊魂の認識を成立させる媒介を記
述するのに用いた、igns，""types，" "symbols"等の用
語はどこにその起源を持つのだろうか。まず、ニュー
マンの他の著作でこれらの語がどのように使用され
ているのかを検証してみよう。以下に引用するのは、
ニューマンが"types"とその類似表現を使用している
英国国教会時代の説教の一部であるが、ここでユュー
マンは太陽、月、星などの自然の美は、自に見えな
いや1の現存を信仰の目を通してこの世で告げ知らせ
る可視的シンボノレであって、 "types，"“token，"“fig.
111百"と呼称されている。
Why should we rest in this world， when it is 
the token and promise of another? Why 
sho111d we be content with its surface， instead 
of appropriating what is stored beneath it? 
To those who Iive by faith， every thing th巴y
see speaks of that future world; the glorie!;i of 
nature， the sun， moon， and stars， and the 
richness and th巴beautyof the earth， are as 
bφes and liguresωitnessing and teachi"ηg the 
ir.ωisible things 01 God.日 (1836年〉
ニューマンにとって、終末時に向って完成途上に
ある「神の国Jすなわち見えない世界とは、空の上、
墓の向うにあるのではなく、『今、ここに』見える世
界と並立する形で存在しており、目今はまだヴェール
に隠されて直接見ることを許されないが、それでも
なお自然の美、豊かさの内に、神の支配の下にあっ
て見えない世界の栄丸が我々に可視的な形で示され
るのだと言う。このように自然はサクラメント性一
見えない神の恩恵の自に見えるしるしとなる性質ー
を持っているが、終末時に神の栄光が完全な形で示
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されるときにその役割を終え、姿を消す。ニューマ
ンは同説教中、マルコ13章24-26節に基づいて、来る
べき終末時における「人の子」の到来と、被造物全
てが神において最終的完成を遂げる様子を以下のよ
うに描いている。
All that we see is destined on巴dayto burst 
forth into a heavenly bloom， and to be trans-
figured into immortal glory. Heaven at pres-
ent is out of sight， but in due time， as snow 
m巴ltsand discovers what it lay upon， so wil1 
this visible creation fade away befor巴those
greater splendours which are behind it， and 
on which at present it depends. In that day， 
shadows wil1 retire， and the substance show 
itself. The sun wil1 grow pal巴andbe lost in 
the sky， but it wil1 be before the radiance of 
Him whom it does but image， the Sun of 
Righteousn巴s，… whowil1 come forth in 
visible form， .•. while His perishableむtjJe
decays. The stars which surround it wi1l be 
replaced by Saints and Angles circling His 
throne.37 (1836年〉
このように被造物全体の終末的完成を描くユュー
マン英国国教会時代の CollectiveEschatologyにお
いても、また、彼岸世界における分離霊E砲を描く
GerontiusのlndividualEschatologyにおいても、
ニューマ γは、見えない世界を支配する神の存在を
人間の塊に認識させるよう媒介するサクラメンタノレ
な形象を;同一の術語"signs，""types，" "symbols" 
で表現しており、これは単に英国国教会時代の終末
論とカトリック時代の終末論の一貫性を示すばかり
でなく、「今、ここに」並存する可視的世界と非可視
的世界、生前と死後の世界、さらにはCollective
EschatologyとlndividualEschatologyといったニ
ューマ γ神学のそれぞれの両極を、神の現存の
Usigns，"収types，""symbols"が繋いでいるのである。
ニューマンの終末論における"signs，" "types，" 
"symbols"をこのように位置付けた上で、初代教父思
想やトラクト派の著作においてUsigns，" “types，" 
"symbols"といった術語がどのように用いられている
のかを概観してみたい。例えばエイレナイオスは、
『異端駁論j第 4巻第14章第3節で主なる神がモーセ
に与えた律法について、その象徴的機能を以下のよ
うに述べている。
He [The God] instructed出巴 people，…
calling them to the things of primary impor-
tance by means of those which were 
s巴condary;that is， tothings that are real， by 
means of those that are typical; and by things 
temporal， to etenzal; and by the camal to the 
ゆiritual;and by the earthly to the heavenly; . 
For during forty days He was learning to 
keep [in his m巴mory]the words of God， and 
the celestialμttems， and the sρiritual images， 
and the t)'少es01 things to come;…Nowall 
these things happened to them in a figure; 
but they were writt巴nfor our admonition， 
upon whom the end 01 the ages is come.'. 
ここでエイレナイオスは、予型 Ctypos)を、単に
旧約が新約の予型であるといった意味ばかりでなく、
シンボルによって真に実在するものを、また地上的
なものによって、天上的なもの、来るべきものを象
徴するとしており、予型 (typos)の象徴機能にサク
ラメント的、かっ終末論的色彩を担わせている。こ
こでもラテン語"imagines，" "praefigurationes，" 
"figura" "typos"等が用いられており、翻訳上
"images，" "figure，" "typ巴s"に対応する。エイレナイ
オスは同書第 4巻第19第 1節で更に、我々を取り囲む
地上世界の事柄は、天上世界のtyposであると主張し
ており、ここでも自然が持つサクラメント性が明確
にされている。 39
さて、この自然が持つサグラメント性は、上記で
引用したニ手ーマン1836年の説教ばかりでなく、ロマ
ン主義の自然観が濃厚なトラグト派の感受性に共通
して観察されるものである。同じくトラクト派のKeble
は、自然のサクラメント性を主張する様々な初代教
父の引用を基に以下のように述べている。
We hav巴 thesum of this visible world 
declared to b巴anindex or token of the invis-
ible. . And visible things seem to bear rela-
tion， not only to the fitting up of this world， 
but also to th巴 settingforth of the things 
invisible， and to furnish a sort of argument of 
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the things which are not seen; ..'0 (1838年〉
これは上記ユューマ::v1836年の説教と言葉使いまで
が酷似しており、初代教父の影響が濃い二人のトラ
クト派に共通する自然観と言えよう。
以上の他に"types"等の術語が担う教会論的、秘跡
論的性格も見落としてはなるまい。ニューマ γ 自身
も多大な影響を受けたと自身認めており、彼がギリ
シア語からの英訳も手がけたギリシア教父アタナシ
オスは、旧約時代における礼拝が、現在教会で行な
われている礼拝の予型であるのと同様、地上の見え
る教会で行われる礼拝は、現在も天上世界で行われ
ている見えない教会の礼拝の予型であると言う。
The s巴rvicep巴rform巴din th巴 tabernacle
was a tJCρe of the h巴av巴nlymysteries， wher巴to
th巴Lord，desirous that we should enter， pre-
pared for us the new and abiding way. And as 
al the old things were a type of the new， so 
the festival that now is， isa t)少eof the joy 
which is above，…41 
ニューマンの説教においてもまた、神が天上世界
に現存する見えない教会の「写し」として、地上の
見える教会に与えた可視的「しるし」である教会役
務は、 "signs，""tokens"という術語で呼ばれている。
The Church of th巴LivingGod， isnot so 
utterly veil巴dfrom our eyes as He is; but He 
has giv巴nus certain ourward sなns，as tokens 
for 7mowing，日ndmeans for巴nteringthat 
living Shrin巴 inwhich He dwells." (1837年〕
更にトラクト派の Puseyは、教会役務のうち、聖
体の秘跡における干rJ1の現存を主張した TheDoctrine 
of the Real Presence， as Contained in th巴Fath巴rs
(1855)の中で、刊Onthe titles， typ巴s，antitypes， 
figur巴s，symbols， images， as applied to th巴Holy
Eucharist"と題されたセクションを設けており、ここ
で彼は、聖体の秘跡におけるサクラメント性を“signs，"
"figures，" "symbols"日images"等の訳語で、表現した
教父著作の膨大な引用を挙げている。 43
しかしながら、分離霊魂の認識形式について思弁
的考察が始まるのは、初代教父時代以後であれま
た、英国国教会では『三十九箇条』において煉獄教
義を断罪していること、 トラクト派は中間状態にお
ける霊的浄化を認めたものの、分離霊魂の認識形式
というすこぶるスコラ的思弁には関心を持たなかっ
たため、たとえ方法論そのものは採用しなかったに
せよ、分離霊魂の認識形式というスコラ的問題領域
に、教父思想、の伝統を採用したのは、カトリッグ@
ニューマンならではの独自性が認められるといえよ
う。
このようにニュ マンは、分離霊魂に注がれる宇1
からの恩恵の光である認識媒体を、スコラ学で伝統
的に使われる"species"を用いず、自然や秘跡が持つ
「見えない神の，恩恵の目に見えるしるし」としての
サクラメント性を表すために初代教父が用いた
l!signs，" t1types，"日symbols"等の術語を用いることに
よって、スコラ学の staticな存在論的階層に基づく
認識論体系に閉鎖されることなし秘跡論、教会論、
更にはlndividual EschatologyとColl巴ctive Es. 
chatologyを、ひとつの概念、即ち、見えない世界と
見える世界を繋ぐmediumとしての1lsigns，n 日types，"
刊symbols"で、結~ dynamismに成功したのである。
5.結び
].H. ニューマン、カトリック期の中編詩The
Dream 01 Gerontiusの叙述は、分離霊魂の知性認識
を詳しく叙述した、 トマス@アクイナス『神学大全』
第 1部第四問題の記述と一見類似しているものの、
Gerontiusで、は、神から分離霊魂が直接受け取り、そ
の認識を成立させるのが、 トマスが当該箇月rで、使用
しているHspecies"で、はなく，tlsigns，" l!typ巴5，"Ilsyn1_ 
bols"等の用語を使用しており、 Gerontiusにおける
分離霊魂の記述は、この第89問題から直接引き出され
たものではないことが推察される。更にこれらの用
語は、初代教父文献や、英国国教会時代に共にオッ
クスフォード運動を指導した]ohnKeble、E.B.Pusey 
の著作、また英国国教会時代のニューマンも、自然
のサクラメント性や、聖体におけるサクラメント性
を表現するのに用いているものである。しかしなが
ら初代教父文献、 Keble、Puseyの著作においては、
Gerontiusの様に、分離霊魂に流入する神からの認識
の光を、 "signs，""types，" "symbols"等の術語で表現
した例はなく、ここにカトリックニューマンの独自
性が見られるのである。
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更に第2章でも述べた様に、ニューマンが所蔵し
ていたトマス全集の当該箇所を読んだ形跡があるか
どうかについては不明であるため、 1 )ニューマン
が第四問題を読んだ上で、トマスの使用したいspecies"
をあえて使用せず、初代教父文献に起源を持つ
"signs，" "types，" "symbols"を使用したのか、あるい
は2)英国国教会時代からの終末論に、改宗後、彼
独自の思考展開を加えた結果が、たまたまトマス第
四問題と類似したに過ぎないのか、いずれとも判断
がつかないが、改宗前後を通じて、彼岸世界におい
ても此岸世界においても真に存在するのは「神」と
「私」のみであるという一貫した主張をしたニユ
マンであれば、 トマス該当箇所を参照しないでも、
分離霊魂として自己閉鎖された魂に村1のみが働きか
けるという Gerontiusの終末論は充分導き出される可
能性があるといえる。このように、煉獄における分
離霊魂の記述という、すこぶるカトリック的な問題
領域に関しでも、ニューマンは伝統的スコラ学の術
語よりは、初代教父文献で慣れ親しんだ術語を用い
て、自らの思考を構築し、lndividualEschatologyに
スコラ学には見られない dynamismを持たせたので
ある。
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